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椙山女学園大学図書館利用規準 

 
平成２９年大規準第５号 

平成２９年１２月１日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規準は、椙山女学園大学図書館規程（平成２２年規程３４号）第７条の規定に基づき、椙山女

学園大学図書館（以下「図書館」という。）の利用に関し必要な事項を定める。 

（利用者の範囲） 

第２条 図書館を利用することのできる者（以下「利用者」という。）は、次の各号に掲げる者とする。 

(1) 学校法人椙山女学園（以下「本学園」という。）の専任教職員又はこれに準ずる者 

(2) 椙山女学園大学（以下「本学」という。）の名誉教授 

(3) 本学の非常勤講師又はこれに準ずる者 

(4) 本学の大学院生、学部学生、研究生、科目等履修生、受入交換留学生、聴講生及び特別聴講生 

(5) 本学園の旧専任教職員 

(6) 本学の卒業生 

(7) 本学園の各学校等の卒業（園）生 

(8) 本学園の高等学校及び中学校の生徒 

(9) 本学園と業務委託契約のある企業等に所属し、本学園内で業務に従事している職員 

(10) 他大学及び研究機関に所属する者 

(11) 椙山オープンカレッジ会員 

(12) １８歳以上の女性（高校生を除く。以下「一般女性」という。）  

(13) 高等学校及び中学校に在籍している女子生徒 

(14) その他図書館長（以下「館長」という。）が許可した者      

（休館日）  

第３条 休館日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(3) 椙山女学園創立記念日 

(4) 夏季、冬季及び春季の各休業期間において館長が定めた期間 

２ 前項の規定にかかわらず、館長が特に必要と認めたときは、休館日を変更することができる。  

(開館時間）  

第４条 開館時間は、次のとおりとする。 

(1) 中央図書館 平 日 午前９時から午後８時まで 

          土曜日 午前９時から午後５時まで 

(2) 日進図書館 平 日 午前８時４０分から午後６時３０分まで 

          土曜日 午前８時４０分から午後３時まで 

２ 前項の規定にかかわらず、夏季、冬季及び春季の各休業期間中又は館長が特に必要と認めたときは、開

館時間を変更することができる。 

（利用手続） 

第５条 利用者は、身分証明書を携帯し、図書館職員が求めたときは、これを提示しなければならない。 

２ 次の各号に掲げる利用者が図書館を利用しようとするときは、次の各号に定める手続を経た上で、利用

することができる。 

(1) 第２条第８号に掲げる者は、入館時に身分証明書を提示するものとする。 

(2) 第２条第１０号に掲げる者は、所属大学及び研究機関の図書館(長)の発行する利用依頼状又は紹介状

を提出し、資料の閲覧を受けるものとする。ただし、東海地区大学図書館協議会加盟大学のうち、来

館利用に関する暫定協定参加館の学生及び教職員については、この限りでない。 

(3) 第２条第１１号に掲げる者は、入館時に椙山オープンカレッジ会員証（以下「会員証」という。）を

提示するものとする。 

(4) 第２条第１３号に掲げる者は、入館時に身分証明書を提示の上、所定の用紙に必要事項を記入し、図

書館入館者証の発行を受け、利用期間内はそれを使用するものとする。なお、この場合の利用期間は、

館長が指定する。。 

(5) 第２条第１４号に掲げる者は、利用する資料及び目的が明確であり、あらかじめ本学図書館の所蔵を

確認した上で、所定の用紙に必要事項を記入し、カウンターに申し出て、館長の許可を受け、資料の

閲覧を受けるものとする。 



2 

（館内利用） 

第６条 利用者は、資料を館内で利用することができる。 

２ 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、所定の手続を経て、館内の特定の個別室を利用することが

できる。 

（館外貸出） 

第７条 資料の館外貸出を受けることができる者（以下「貸出対象者」という。）は、次の各号のいずれか

に該当するものとする。 

(1) 第２条第１号から第９号までの利用者 

(2) 第２条第１１号及び第１２号の利用者 

２ 前項の規定にかかわらず、特別借用願の提出により特に館長が許可した者は、貸出を受けることができ

る。 

３ 資料の館外貸出を受けようとする者は、身分証明書を提示し、館外貸出証発行願を記入し、館外貸出証

の交付を受けるものとする。ただし、本学の大学院生及び学部学生は、学生証をもって、館外貸出証とす

る。 

４ 第２条第１２号に掲げる者が館外貸出証の交付を受けるときは、所定の発行手数料を納めなければなら

ない。有効期間中に汚損、紛失等により館外貸出証の再交付を受けるとき又は有効期間を更新するときも

同様とする。  

５ 館外貸出証の有効期間は、別表第１のとおりとする。 

６ 貸出の冊数及び期間は、別表第２のとおりとする。        

７ 別表第２の規定にかかわらず、館長は、本学の学生が卒業論文作成等のために資料の貸出の申込みがあ

ったときは、３冊以内を３０日間貸出することができる。ただし、継続して貸出は、できないものとする。 

８ 別表第２の規定にかかわらず、館長は、資料の貸出期間が教育実習等授業に関係する実習期間中に返却

期限となる場合は、返却期限を実習終了後３日以内とすることができる。 

９ 別表第２の規定にかかわらず、次の各号に該当する場合の新着図書の貸出は、当該図書の受入れ日から

９０日を経過した日以後とする。 

(1) 第２条第５号から第１２号（第１０号を除く。）までに掲げる者 

(2) 第１５条第２項第２号による場合 

１０ 夏季、冬季及び春季の各休業期間については、その都度貸出冊数及び期間を定めて貸出することがで

きる。 

（貸出禁止資料） 

第８条 次の各号に掲げる資料は、貸出を認めない。 

(1) 貴重資料 

(2) 禁帯出資料 

(3) 国立国会図書館から借用した図書 

(4) その他館長が指定した資料 

２ 前項の規定にかかわらず、館長は、特別の理由がある場合は、前項第３号を除き８日間を超えない範囲

で貸出を許可することがある。 

（貸出の予約） 

第９条 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、求める資料が貸出中のときは、貸出中の資料を予約す

ることができる。 

（継続貸出） 

第１０条 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、貸出を受けた資料について、次の各号に掲げるもの

を除き、所定の手続を経て、貸出期間を１回に限り更新することができる。 

(1) 新着雑誌 

(2) 貸出の予約がされている資料 

(3) その他館長が特に指定した資料 

（転貸の禁止） 

第１１条 資料の貸出を受けた者は、これを転貸してはならない。 

（返却） 

第１２条 利用者は、貸出を受けた資料を必ず貸出期間内に返却しなければならない。 

２ 館長は、特に必要と認めた場合、別表第２に定める期間内においても、貸出資料の返却を求めることが

できる。 

３ 第２条第８号に掲げる者が資料を返却するときは、図書館又は本学園の高・中図書館において返却する

ことができるものとする。  

（返却の督促） 

第１３条 館長は、所定期限までに貸出資料を返却しない者に対して返却の督促を行うものとし、再度督促
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を受けても返却しない者に対して、新たな資料の貸出を許可しないことができる。 

（参考業務） 

第１４条 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、次の各号に掲げる業務を依頼することができる。 

(1) 図書館の利用案内及び指導 

(2) 資料の所在調査 

(3) 特定の主題又は特定の事項に関する調査及び参考文献の紹介 

(4) 類縁機関の紹介 

（相互利用） 

第１５条 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、教育又は調査研究のため必要があるときは、他の図

書館又は機関の施設及び資料を利用することができる。 

(1) 館長は、必要に応じて当該機関に対し、利用依頼を行う。 

(2) 利用に係る必要経費は、利用者負担とする。 

２ 他の図書館から利用依頼があった場合は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 原則として、当該機関が発行する利用依頼状を必要とする。 

(2) 館長が、本学における教育研究に支障がないと認めた場合、これに応ずるものとする。 

(3) 図書館間の相互協力により、学外から文献複写の申込みがあった場合の文献複写料金は、別に定める。 

（視聴覚資料及び視聴覚関係機器の利用） 

第１６条 第２条第１号から第４号までに掲げる者は、所定の手続を経て、視聴覚資料及び視聴覚関係機器

を利用することができる。 

（複写・写真撮影） 

第１７条 利用者は、所定の手続を経て、著作権関係法令に定められた範囲内で複写及び写真撮影を行うこ

とができる。 

（弁償義務） 

第１８条 利用者は、資料、機器等を紛失又は損傷したときは、直ちに館長に届け出るとともに、その損害

を弁償しなければならない。 

（館内規律） 

第１９条 利用者は、他の利用者の迷惑になるような行為を慎まなければならない。 

２ 退館時、出口においてブックディテクションシステムのブザーが鳴ったときは、当該利用者は、係員の

原因調査に協力しなければならない。 

（規定の遵守） 

第２０条 利用者は、図書館に関する諸規定及び館長が指示する事項を遵守しなければならない。 

（利用の制限又は停止） 

第２１条 館長は、前条の規定に違反した者に対して、図書館の利用を制限又は停止することができる。 

（雑則） 

第２２条 この規準に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項は、館長が別に定める。 

附 則 

 この規準は、平成２９年１２月１日から施行する。 

附 則（令和元年大規準第２号）  

 この規準は、令和元年７月１６日から施行する。 

別表第１ 

別表第２  

 椙山女学園大学図書館利用規準＿別表  
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別表第１（第７条関係） 

貸出対象者 館外貸出証有効期間 

第２条第１号 本学園の専任教職員又はこれに準ずる者 在職期間 

第２条第２号 本学の名誉教授 称号を授与されている期間 

第２条第３号 本学の非常勤講師又はこれに準ずる者 在職期間 

第２条第４号 
本学の大学院生、学部学生、研究生、科目等履修生、 

受入交換留学生、聴講生及び特別聴講生 
在籍期間 

第２条第５号 本学園の旧専任教職員 １年間（以後更新） 

第２条第６号 本学の卒業生 １年間（以後更新） 

第２条第７号 本学園の各学校等の卒業（園）生 １年間（以後更新） 

第２条第８号 本学園の高等学校及び中学校の生徒 在籍期間 

第２条第９号 
本学園と業務委託契約のある企業等に所属し、本学園

内で業務に従事している職員 
本学園内で業務に従事して

いる期間内で、１年毎に更新 

第２条第 11 号 椙山オープンカレッジ会員 
会員資格の有効期間内で、 

１年毎に更新 

第２条第 12 号 一般女性 １年間（以後更新） 

 

 

別表第２（第７条関係） 

貸出対象者 
貸出 

冊数 

貸出期間 

図書 
雑誌バック 

ナンバー 

新着 

雑誌 
視聴覚資料 

第２条 

第１号 

 

本学の専任教員 

 

３０冊 ９０日間 

８日間 
１日間 

(当日限り) 

CD-ROM/１５日間 

CD-ROM 以外/８日

間 
 

貸出冊数内で 

３点まで 

上記以外の本学園の専任教職員

又はこれに準ずる者 
５冊 ３０日間 

第２条 

第２号 
本学の名誉教授 ２０冊 ９０日間 

CD-ROM/１５日間 

 

貸出冊数内で 

３点まで 

第２条 

第３号 

本学の非常勤講師又はこれに 

準ずる者 
１０冊 ６０日間 

第２条 

第４号 

大学院生、大学院科目等履修生 

及び大学院研究生 
１０冊 ３０日間 

学部学生、学部科目等履修生、 

受入交換留学生、聴講生及び特別

聴講生 

５冊 １５日間 

学部研究生 ５冊 ３０日間 

第２条 

第５号 
本学園の旧専任教職員 ５冊 ３０日間 ― 

第２条 

第６号 
本学の卒業生 ３冊 ３０日間 ― ― ― 

第２条 

第７号 
本学園の各学校等の卒業（園）生 ３冊 １５日間 ― ― ― 

第２条 

第８号 

本学園の高等学校及び中学校の

生徒 
３冊 １５日間 ― ― ― 

第２条 

第９号 

本学園と業務委託契約のある企

業等に所属し、本学園内で業務に

従事している職員 

３冊 １５日間 ― ― ― 

第２条 

第 11号 
椙山オープンカレッジ会員 ３冊 １５日間 ― ― ― 

第２条 

第 12号 
一般女性 ３冊 １５日間 ― ― ― 
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